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技術の特徴
・穀物貯蔵倉庫でコクゾウムシを中心とした貯蔵食品害虫が発生する場合がある。

・貯蔵食品害虫を効果的に防除し、被害を防ぐためには、その発生をモニタリングする必要が
ある。

・モニタリングには「トラップ」を用いるが、トラップにはフェロモントラップ、ベイトトラップ、粘着ト
ラップらがあり、特性が異なる。

研究の内容

今後の展開
これらのトラップを用いて穀物貯蔵施設の周年調査を行い、トラップ効率の比較を行う。
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モニタリングシステムの高度化様々な種類のトラップ
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